
7 年度　三次市 　

❶

❷

❸

❹

❺（

　

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

1,592

特定財源
内訳

財源区分 補助金・負担金・交付金等の名称

国庫支出金

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

無

県支出金

負担金等その他

令和7年度 1,592 0 0 0 0

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

歳入に関する
項目

決算額
（❽）

特定財源内訳
一般財源

国庫支出金 県支出金 市債 負担金等その他

該当／頁 138

臨時会 補正 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 1,592 該当／頁 141

補正
区分

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 1,514 決算に関する説明書

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 78

0 18 96.0%

委　託　料

####

0 0 0 0 ####

0 0 0 0

事業区分 その他事業（管理部門経費等） ―

事業
(経費)
内の主
な費目

節名称 細節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

報　　　酬 ②委員報酬 968 967 0 1 100.0%

15 83.0%

需　用　費 ①消耗品費 492 474

（事業一覧等）

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

監査年間計画に基づき各種監査（例月出納検査、定期監査等）を実施し、定期監査においては固有のリスク（組織
目的の達成を阻害する要因をいう）を把握したうえで、そのリスクの軽減や発生の防止に着目して実施した。
また、請求のあった住民監査について、関係法令の定めるところに従い、当該財務会計上の行為について、根拠法令等へ
の適合性や手続の適正性などの観点から適法かつ適切に執行されているかに着目して監査を実施した。

監査委員経費

令和 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート NO, 1
款 項 目 (単位:千円）

①業務委託料（物件費） 88 73 0

2 6 1 担当部局・課名 監査事務局

事業名



7 年度　三次市 　

❶

❷

❸

❹

❺（

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

124

特定財源
内訳

財源区分 補助金・負担金・交付金等の名称

国庫支出金

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

無

県支出金

負担金等その他

令和7年度 124 0 0 0 0

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

歳入に関する
項目

決算額
（❽）

特定財源内訳
一般財源

国庫支出金 県支出金 市債 負担金等その他

該当／頁 96

臨時会 補正 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 124 該当／頁 97

補正
区分

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 103 決算に関する説明書

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 21

0 6 85.0%

####

0 0 0 0 ####

0 0 0 0

事業区分 その他事業（管理部門経費等）

事業
(経費)
内の主
な費目

節名称 細節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

報　　　酬 ②委員報酬 177 70 0 107 40.0%

0 ####

負担金，補助及び交付金 ①負担金（補助費） 39 33

（事業一覧等）

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

・職員団体から提出された「職員団体登録申請書記載事項変更届出書」について、公平委員会を開催し審議の上、適
切に承認処理を行った。

公平委員会経費

令和 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート NO, 2
款 項 目 (単位:千円）

0 0 0

2 1 5 担当部局・課名 公平委員会事務局

事業名


